
はそっちでやってくれないか」 

 今回のように売主側、買主側それぞれに仲介業者が入る

場合(共同仲介)、物件調査や重要事項説明書の説明は関

与する仲介業者が連帯して責任を負うことになります。 

 従って、私が買主側業者として物件調査をするのは当然の

ことですが、売主側業者も同様に調査義務があります。 

 私は私、社長は社長で調査をして欲しいと言うと 

「固いなぁ。わかったわかった、時間があったらな」と気が進ま

ない様子。知識も経験も豊富なのに何を考えているのかよく

わかりません。 

 翌日、まだローンの結果は出ていませんが、所轄官庁に調

査に出掛けることにしました。 

 夕方、一通り調査を終え事務所で整理していると銀行から

連絡が入りました。 

 さすがベテランの担当者、動きが早いと感心していると 

 「昨日申込みいただいた件ですが、残念ながら審査が通り

ませんでした」  

  「えっどうして？ なにか問題でもあったの？」 

理由を聞いても「私にもわかりません」とつれない返事。 

いったいこのお客様に何があったのでしょうか。     続く 
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        みちのくみちのくみちのくみちのく紀行紀行紀行紀行    そのそのそのその2222    

 前回は、ローン仮審査の申込みを終え・・・というところまで

でした。 

 「それでローンは通りそうなの？」 

社長も買主のローンが気になるようです。 

 「自己資金も多いし特に懸念するような点はありません。心

配ないと思いますよ」 

 「そうかよかった。待てば海路の日和ありというけれど、ここ

まで我慢してきた甲斐があったよ」 

 えっ、我慢、どこが我慢なの？ 広告を一度打っただけで 

あとは買い手が現れるまでじっと待っていた社長・・・ 

 自分に優しいのは成長を妨げるだけ。人柄はいいけれど仕

事に対する考え方には違和感を感じます。 

 審査結果が出次第、報告することを約束し、事務所を出る

と、さっきまで晴れていた空はいつの間にか黒い雲が広がり

遠くでは雷鳴が響いています。 

 この分では一雨来そうです。慌てて駐車場まで走り車に乗

り込むと、案の定、暗い空から大粒の雨が降ってきました。 

 やれやれなんとか濡れずに済んだとホッとしていると、さっ

き別れたばかりの社長から電話。 

 「契約書と重要事項説明書はこっちで作るけど、物件調査 


